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は
じ
め
に

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
（
1
）
社
会
史
に
お
け
る
近
代
と
い
う
時
代
の
大

き
な
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
華
人
社
会
の
中
で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
2
）

が
台
頭
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
（
3
）
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
史

の
多
く
の
研
究
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
具
体
化
す
る
最

初
の
事
例
と
し
て
、
一
九
〇
〇
年
に
お
け
る
康
有
為
の
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
へ
の
来
訪
と
滞
在
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

周
知
の
通
り
、
康
有
為
は
清
朝
内
部
の
改
革
運
動
で
あ
る
戊
戌

の
変
法
運
動
に
お
い
て
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
「
維
新
派
（
4
）
」

の
中
心
人
物
で
あ
る
（
5
）
。
彼
は
一
八
九
八
年
の
戊
戌
の
政
変
後
に
海

外
に
逃
亡
し
た
後
、
一
九
一
三
年
に
中
国
に
帰
還
す
る
ま
で
の
十

六
年
間
に
渡
っ
て
、
海
外
を
転
々
と
し
な
が
ら
自
ら
が
主
導
す
る

「
維
新
派
」
の
宣
伝
と
資
金
の
獲
得
を
目
的
と
し
た
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
ま
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
来
訪
す
る
一
年
前
の
一
八
九
八

年
に
、
カ
ナ
ダ
の
ビ
ク
ト
リ
ア
で
現
地
の
支
持
者
を
集
め
、
保
皇

会
（
6
）と
い
う
「
維
新
派
」
の
中
心
的
な
政
治
組
織
を
設
立
し
た
。
ま

た
康
有
為
は
一
九
〇
〇
年
二
月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
は
じ
め
て
来

訪
し
、
そ
の
後
約
七
ヶ
月
間
滞
在
し
た
。

一
九
〇
〇
年
の
康
有
為
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
滞
在
は
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
華
人
史
を
扱
っ
た
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
に
お
い
て
、「
維

新
派
」
の
政
治
運
動
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
内
で
大
き
く
展

開
さ
れ
て
い
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
出
来
事
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

い
る
（
7
）
。
ま
た
康
有
為
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
滞
在
自
体
に
つ
い
て
も
い

く
つ
か
の
先
行
研
究
が
存
在
し
て
お
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
滞
在
中

の
康
有
為
の
行
動
に
注
目
す
る
形
で
そ
の
概
要
を
整
理
し
て
い
る
（
8
）
。

こ
の
よ
う
に
康
有
為
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
来
訪
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

華
人
社
会
史
上
の
重
要
な
変
化
と
見
な
す
捉
え
方
の
史
料
的
な
根

康
有
為
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
滞
在
（
一
九
〇
〇
年
）
と

そ
の
華
人
社
会
へ
の
影
響
に
関
す
る
考
察

持

田

洋

平

康
有
為
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
滞
在
（
一
九
〇
〇
年
）
と
そ
の
華
人
社
会
へ
の
影
響
に
関
す
る
考
察

八
七
（
八
七
）



拠
と
し
て
、
馮
自
由
の
著
作
で
あ
る
『
革
命
逸
史
』
に
収
録
さ
れ

た
、
胡
漢
民
が
一
九
三
六
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
行
っ
た
演
説
が

あ
げ
ら
れ
る
。
胡
漢
民
は
こ
の
演
説
の
中
で
、「
革
命
派
」
が
活

動
を
始
め
る
以
前
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
で
は
、
康
有
為
が

光
緒
帝
と
の
関
係
を
利
用
し
て
そ
の
政
治
活
動
を
宣
伝
し
た
こ
と

に
よ
り
「
維
新
派
」
と
そ
の
支
持
者
た
ち
が
強
い
影
響
力
を
有
し

て
い
た
が
、「
革
命
派
」
が
活
動
を
始
め
た
こ
と
に
よ
り
華
人
は

そ
の
誤
り
に
気
付
き
、
次
々
と
「
革
命
派
」
を
支
持
す
る
に
至
っ

た
と
主
張
し
て
い
る
（
9
）
。
こ
こ
で
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
革
命

派
」
台
頭
以
前
の
華
人
社
会
に
お
け
る
康
有
為
ら
「
維
新
派
」
の

優
位
性
、「
革
命
派
」
と
「
維
新
派
」
の
対
立
的
な
関
係
性
、
お

よ
び
「
革
命
派
」
の
台
頭
に
よ
る
影
響
力
の
逆
転
と
い
う
図
式
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
図
式
は
、
胡
漢
民
の
一
九
三
六
年
の
演
説
を
史
料

と
し
て
採
用
し
て
い
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
史
の
先
行
研
究

と
共
通
す
る
二
つ
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、
華
人

社
会
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
展
開
を
、
華
人
社
会
に
対
す
る
中
国

本
土
か
ら
の
政
治
的
関
与
と
い
う
中
国
本
土
の
政
治
の
延
長
線
上

に
あ
る
問
題
と
し
て
捉
え
る
と
共
に
、
そ
の
端
緒
を
「
維
新
派
」

や
「
革
命
派
」
と
い
っ
た
中
国
本
土
の
政
治
的
党
派
の
活
動
と
関

係
性
に
求
め
る
特
徴
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、「
維
新
派
」
や

「
革
命
派
」
と
い
っ
た
中
国
本
土
の
政
治
的
党
派
に
考
察
の
主
眼

を
置
き
、
そ
の
二
つ
の
派
閥
か
ら
働
き
か
け
を
受
け
て
扇
動
・
動

員
さ
れ
る
受
動
的
・
従
属
的
な
立
場
と
し
て
華
人
社
会
を
捉
え
る

特
徴
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
史
の
い
く

つ
か
の
先
行
研
究
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
に
お
け
る
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
展
開
を
考
え
る
際
に
、
中
国
本
土
の
政
治
的
党
派

が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
に
対
し
強
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

そ
の
始
ま
り
と
な
っ
た
と
考
え
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
端
緒
で
あ

る
一
九
〇
〇
年
の
康
有
為
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
来
訪
を
こ
の
よ
う
な

展
開
の
始
ま
り
と
見
な
し
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
実
際
に
は
一
九
〇
〇
年
当
時
に
は
胡
漢
民
は
海
外
を

訪
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
同
盟
会
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
支
部
も
ま
だ
設
立

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
胡
漢
民
の
演
説
の
情

報
は
彼
の
実
際
の
体
験
を
話
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
史
料
的

な
信
憑
性
は
低
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
で
は
、
一
九
〇
〇
年

に
お
け
る
康
有
為
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
滞
在
は
、
本
当
に
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
華
人
社
会
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
、
華
人
社
会
の
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
や
「
維
新
派
」
の
政
治
活
動
が
活
性
化
す
る
よ
う
な
契

機
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
課
題
を
精
緻
に
検
討
す
る
た
め

に
は
、
ま
ず
先
行
研
究
が
前
述
し
た
二
つ
の
特
徴
を
前
提
と
し
て

議
論
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
に
留
意
し
、
そ
の
制
約
か
ら
外
れ
る

史

学

第
八
七
巻

第
一
・
二
号

八
八
（
八
八
）



必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

本
稿
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
史
と
い
う
研
究
領
域
に
立

脚
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
二
つ
の
特
徴
を
批
判
的
に
乗
り
越
え

る
こ
と
を
そ
の
目
的
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華

人
社
会
を
中
国
本
土
の
政
治
的
党
派
と
は
異
な
る
独
自
の
主
体

性
・
自
律
性
を
有
し
て
い
た
場
と
し
て
捉
え
る
と
共
に
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
華
人
社
会
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
展
開
を
、
中
国

本
土
の
政
治
的
関
係
性
の
延
長
線
上
で
は
な
く
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

華
人
社
会
と
い
う
独
自
の
場
に
お
け
る
問
題
と
捉
え
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
一
九
〇
〇
年
の
康
有
為
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
滞
在
と
い
う
出

来
事
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
に
実
際
に
ど
の
よ
う
な
影
響
や

変
化
を
も
た
ら
し
た
の
か
（
あ
る
い
は
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
の

か
）
を
精
査
す
る
と
共
に
、
こ
の
出
来
事
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人

社
会
史
の
文
脈
に
正
し
く
位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
本

稿
は
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
一
九
〇
〇
年
の
康
有
為

の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
滞
在
と
そ
の
華
人
社
会
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
史
と
い
う
観
点
か
ら
そ
の
位
置
付
け
を

再
検
討
す
る
。

史
料
に
つ
い
て
、
ま
ず
イ
ギ
リ
ス
植
民
省
の
行
政
文
書
で
あ
る

C
olonial

O
ffice

R
ecords

よ
り
、C

O
273,O

riginal
C

orrespon-

dence

と

C
O

275,
A

nnual
D

epartm
ent

R
eports

of
the

Straits
Settlem

ents

、
ま
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
刊
行
さ
れ
た
英
語

新
聞
で
あ
るStraits

T
im

es

とSingapore
F

ree
Press

、
中
国

語
新
聞
の
『
�
報
』
と
『
天
南
新
報
』、
さ
ら
に
「
革
命
派
」
の

活
動
家
で
あ
っ
た
宮
崎
寅
蔵
（
10
）
の
自
伝
『
三
十
三
年
の
夢
』
な
ど
を

用
い
た
。

一
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
と
「
維
新
派
」
の
関
係

十
九
世
紀
末
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
は
、
そ
れ
ま
で
華
人

社
会
内
で
強
い
勢
力
を
有
し
て
い
た
秘
密
結
社
の
社
会
的
影
響
力

が
衰
退
す
る
と
共
に
、
新
た
な
世
代
の
華
人
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
が

台
頭
し
て
い
く
時
期
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
一
定
以
上
の
教
育
を
受

け
、
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
の
影
響
に
よ
り
「
進
歩
」
と
「
改

革
」
を
志
向
す
る
と
い
う
共
通
点
を
有
し
て
お
り
、
一
八
九
〇
年

代
後
半
か
ら
共
通
す
る
メ
ン
バ
ー
で
い
く
つ
か
の
社
会
的
な
活
動

を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
華
人
た
ち
に
は
、
海
峡
植
民
地
で
出
生
し

英
語
教
育
を
受
け
た
海
峡
華
人
と
、
中
国
本
土
で
出
生
し
伝
統
的

な
中
国
語
教
育
を
受
け
た
華
人
の
双
方
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の

中
で
、
英
語
教
育
を
受
け
た
海
峡
華
人
で
あ
り
つ
つ
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
留
学
か
ら
帰
還
し
た
後
に
中
国
本
土
で
伝
統
的
な
中
国
語

教
育
を
受
け
た
華
人
た
ち
と
の
交
際
を
開
始
し
、
儒
教
や
中
国
語

に
も
関
心
を
抱
い
て
い
た
林
文
慶
（
11
）
は
、
こ
れ
ら
一
群
の
中
心
的
な

康
有
為
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
滞
在
（
一
九
〇
〇
年
）
と
そ
の
華
人
社
会
へ
の
影
響
に
関
す
る
考
察

八
九
（
八
九
）



人
物
と
し
て
、
海
峡
華
人
と
中
国
本
土
出
身
の
華
人
と
を
結
び
つ

け
る
紐
帯
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
（
12
）
。
彼
ら
が
一
九
〇
〇

年
ま
で
に
行
っ
た
社
会
的
活
動
と
し
て
、
一
八
九
六
年
に
お
け
る

華
人
好
学
会
（
13
）
の
設
立
と
運
営
、
一
八
九
七
年
に
お
け
るStraits

C
hinese

M
agazine （

14
）
の
創
刊
と
刊
行
、
一
八
九
八
年
に
お
け
る
辮

髪
切
除
活
動
（
15
）
、
一
八
九
九
年
に
お
け
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
女
子

学
校
（
16
）
の
設
立
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
彼
と
同
じ
く
こ
の
メ
ン
バ
ー

の
一
人
で
あ
っ
た
宋
旺
相
（
17
）
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
史
の
沿

革
を
述
べ
た
自
著
の
中
で
、
こ
れ
ら
一
群
の
人
々
を
「
地
元
の
改

革
主
義
者
た
ち
（localreform

ers
）」
と
呼
称
し
て
い
る
（
18
）
。

こ
れ
ら
一
群
の
人
々
の
中
に
は
、
康
有
為
の
支
持
者
が
含
ま
れ

て
い
た
。
そ
の
代
表
的
な
人
物
が
邱
菽
園
（
19
）
で
あ
る
。
彼
は
一
八
九

五
年
に
会
試
を
受
験
す
る
た
め
に
北
京
に
向
か
っ
た
際
に
、
康
有

為
・
梁
啓
超
ら
に
よ
る
日
清
戦
争
の
講
和
拒
否
運
動
に
参
加
し
て

お
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
移
住
し
て
か
ら
も
康
有
為
ら
「
維
新

派
」
の
積
極
的
な
支
持
・
支
援
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
林
文
慶
も
、

親
交
の
あ
っ
た
邱
菽
園
の
影
響
を
受
け
、
康
有
為
の
政
治
活
動
や

儒
教
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
た
だ
し
彼
ら
全
員
が
康
有
為
の
支

持
者
で
あ
っ
た
訳
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
宋
旺
相
の
よ
う
に
、
こ

の
一
群
の
中
心
人
物
で
あ
り
な
が
ら
「
維
新
派
」
の
政
治
活
動
に

全
く
関
心
を
有
し
て
い
な
い
者
も
多
数
存
在
し
て
い
た
。
ま
た
一

八
九
八
年
か
ら
一
八
九
九
年
に
か
け
て
、
辮
髪
切
除
活
動
と
そ
れ

に
起
因
す
る
騒
動
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
一
群
の
人
々

と
特
に
そ
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
林
文
慶
は
、
華
人
社
会
内
で
の

支
持
と
信
用
を
大
き
く
落
と
す
こ
と
と
な
っ
た
（
20
）
。

続
い
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
来
訪
す
る
ま
で
の
康
有
為
の
状
況

に
つ
い
て
述
べ
る
。
戊
戌
の
政
変
後
の
一
八
九
九
年
に
、
康
有
為

は
カ
ナ
ダ
・
ロ
ン
ド
ン
・
日
本
・
香
港
な
ど
を
転
々
と
移
動
し
な

が
ら
逃
亡
を
続
け
る
状
況
に
あ
っ
た
。
更
に
、
一
八
九
九
年
十
二

月
二
十
日
に
康
有
為
お
よ
び
梁
啓
超
に
対
し
て
清
朝
よ
り
懸
賞
金

が
か
け
ら
れ
、
彼
ら
を
捕
獲
も
し
く
は
殺
害
し
た
も
の
は
そ
の
報

奨
金
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
公
示
さ
れ
た
（
21
）
。
危
険
な
状
況

に
お
か
れ
た
康
有
為
に
対
し
、
邱
菽
園
は
資
金
を
送
る
と
共
に
、

自
ら
の
居
住
す
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
避
難
す
る
こ
と
を
勧
め
た
。

康
有
為
は
こ
れ
に
従
い
、
一
九
〇
〇
年
一
月
に
香
港
か
ら
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
向
け
て
出
発
し
た
（
22
）
。

二
、
康
有
為
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
滞
在

海
峡
植
民
地
政
庁
（Straits

Settlem
ents

G
overnm

ent

）
は

イ
ギ
リ
ス
外
務
省
（Foreign

O
ffice

）
よ
り
康
有
為
が
一
九
〇

〇
年
一
月
三
十
一
日
に
香
港
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
移
動
し
て
く

る
と
い
う
情
報
を
得
て
お
り
、
ま
た
清
朝
よ
り
懸
賞
金
を
か
け
ら

史
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れ
て
い
る
た
め
に
彼
が
非
常
に
危
険
な
状
況
に
あ
る
こ
と
を
把
握

し
て
い
た
（
23
）
。
康
有
為
は
二
月
二
日
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
到
着
し
、

正
式
に
植
民
地
政
庁
の
保
護
下
に
置
か
れ
た
（
24
）
。
清
朝
か
ら
懸
賞
金

を
か
け
ら
れ
た
状
態
に
あ
っ
た
う
え
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会

内
で
清
朝
の
西
太
后
が
彼
を
殺
害
す
る
た
め
に
刺
客
を
派
遣
し
た

と
い
う
情
報
が
流
れ
て
い
た
た
め
、
彼
は
偽
名
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

ま
で
移
動
し
、
到
着
後
は
海
峡
植
民
地
か
ら
提
供
さ
れ
た
シ
ク
教

徒
の
警
察
に
よ
り
護
衛
さ
れ
た
（
25
）
。
彼
が
現
地
に
て
安
全
に
滞
在
す

る
た
め
、
邱
菽
園
と
林
文
慶
は
植
民
地
政
庁
に
積
極
的
に
協
力
を

行
っ
た
。
邱
菽
園
は
康
有
為
が
居
住
す
る
た
め
の
家
屋
を
提
供
し
、

ま
た
林
文
慶
は
植
民
地
政
庁
側
の
意
見
を
説
明
し
た
り
、
植
民
地

政
庁
の
官
僚
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
臨
席
す
る
な
ど
、
康
有
為
と

植
民
地
政
庁
と
の
仲
介
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
（
26
）
。

康
有
為
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
滞
在
に
関
し
て
、
清
朝
の
駐
イ
ギ
リ

ス
公
使
（
出
使
英
国
欽
差
大
臣
）
で
あ
っ
た
羅
豊
禄
は
駐
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
総
領
事
（
駐
新
加
坡
総
領
事
）
の
羅
忠
尭
を
通
し
て
植
民

地
政
庁
と
交
渉
を
行
い
、
康
有
為
に
追
放
条
令
（
27
）
を
適
用
し
、
イ
ギ

リ
ス
領
の
植
民
地
へ
の
滞
在
を
で
き
な
く
さ
せ
る
よ
う
要
求
し
た
（
28
）
。

植
民
地
政
庁
は
こ
の
要
求
を
退
け
た
が
、
同
時
に
林
文
慶
や
植
民

地
政
庁
の
官
僚
を
通
し
て
、
よ
り
安
全
な
地
域
へ
早
急
に
移
動
す

る
よ
う
康
有
為
に
要
求
し
、
ま
た
そ
の
安
全
な
移
動
の
た
め
に
協

力
す
る
準
備
が
あ
る
と
説
明
し
た
（
29
）
。
羅
豊
禄
は
同
時
に
、
イ
ギ
リ

ス
の
首
相（Prim

e
M

inister

）兼
外
務
大
臣（Secretary

of
State

for
Foreign

A
ffairs

）
で
あ
っ
た
ロ
バ
ー
ト
・
ガ
ス
コ
イ
ン
�

セ
シ
ル
（C

ecil,R
obert

A
rthur

T
albot

G
ascoyne

）
に
対
し
、

康
有
為
の
海
峡
植
民
地
に
お
け
る
滞
在
を
認
め
な
い
よ
う
要
求
し

た
が
、
康
有
為
が
現
地
で
何
ら
か
の
違
法
な
活
動
を
行
っ
て
い
な

い
限
り
彼
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
滞
在
を
拒
否
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
し
て
同
様
に
拒
否
さ
れ
た
（
30
）
。
こ
れ
ら
の
交
渉
の
結
果
、
二
月
二

十
三
日
のStraits

T
im

es

紙
上
で
、
彼
は
清
朝
か
ら
の
刺
客
を

避
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
向
か
う
た
め
、P.&

O
.

（Peninsular

and
O

rientalSteam
N

avigation
C

om
pany

）
の
郵
便
船
に
乗

り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
離
れ
た
と
報
道
さ
れ
た
（
31
）
。

し
か
し
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
内
で
は
、
康
有
為
が
二
月
二

十
三
日
以
降
も
ま
だ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
留
ま
っ
て
い
る
と
い
う
噂

が
根
強
く
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
噂
は
、
乗
船
し
た
の
は
康
有
為

と
は
異
な
る
人
間
で
あ
り
、
実
際
に
は
康
有
為
は
い
ま
だ
に
邱
菽

園
の
家
屋
で
居
住
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
内
容
で
あ
っ
た
（
32
）
。

こ
の
噂
を
紙
上
で
報
道
し
たStraits

T
im

es

紙
が
、
そ
の
真
相

を
探
る
べ
く
林
文
慶
に
対
し
そ
の
真
偽
を
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
林

文
慶
は
そ
の
質
問
に
対
す
る
返
信
の
書
簡
の
中
で
、
こ
の
噂
は
事

実
で
あ
り
、
自
ら
も
協
力
し
て
公
衆
を
欺
い
た
事
を
遠
回
し
に
認

康
有
為
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
滞
在
（
一
九
〇
〇
年
）
と
そ
の
華
人
社
会
へ
の
影
響
に
関
す
る
考
察

九
一
（
九
一
）



め
た
（
33
）
。

三
月
二
十
二
日
に
、Straits

T
im

es

紙
の
記
者
で
あ
る
ア
ー
ノ

ッ
ト
・
レ
イ
ド
（A

rnot
R

eid

）
が
、
康
有
為
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

す
べ
く
、
彼
が
居
住
し
て
い
る
と
さ
れ
る
邱
菽
園
の
家
屋
を
訪
ね

た
。
レ
イ
ド
は
シ
ク
教
徒
の
護
衛
に
阻
ま
れ
、
康
有
為
本
人
と
の

面
会
は
か
な
わ
な
か
っ
た
が
、
康
有
為
が
現
在
も
邱
菽
園
の
家
屋

に
て
居
住
し
、
植
民
地
政
庁
に
よ
り
提
供
さ
れ
た
武
装
し
た
シ
ク

教
徒
の
警
察
に
護
衛
さ
れ
て
い
る
と
推
察
し
た
（
34
）
。
ま
た
同
紙
の
三

月
二
十
四
日
の
記
事
で
、
あ
る
華
人
か
ら
得
た
情
報
と
し
て
、
昨

日
レ
イ
ド
が
面
会
し
た
華
人
の
一
人
の
正
体
は
林
文
慶
で
あ
り
、

彼
は
辮
髪
を
つ
け
て
少
量
の
粉
末
を
使
い
、
老
齢
の
医
師
に
変
装

し
た
と
報
道
さ
れ
た
（
35
）
。
同
紙
は
こ
の
続
報
と
し
て
、
三
月
二
十
六

日
に
公
表
さ
れ
た
記
事
の
中
で
、
レ
イ
ド
の
観
察
眼
を
信
じ
、
老

齢
の
医
師
は
本
当
に
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
で
生
活
し
て
い
る
華

人
で
あ
り
、
林
文
慶
で
は
な
か
っ
た
と
結
論
付
け
た
（
36
）
。
こ
の
件
に

関
し
て
、
植
民
地
政
庁
の
知
事
（G

overnor

）
で
あ
っ
た
ス
ウ

ェ
ッ
テ
ナ
ム
（Sw

ettenham
,J.A

.

）
が
警
察
部
長
（C

hief
Po-

lice
O

fficer

）
の
報
告
書
を
引
用
し
て
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
れ
ば
、
前
述
し
た
噂
の
内
容
は
誤
り
で
あ
り
、
実
際
に
は

件
の
人
物
は
一
八
七
〇
年
代
に
清
朝
の
駐
ア
メ
リ
カ
副
公
使
（
出

使
美
国
副
欽
差
副
大
臣
）
を
務
め
、
戊
戌
の
変
法
中
に
康
有
為
ら

に
協
力
し
、
戊
戌
の
政
変
後
に
上
海
租
界
に
亡
命
し
た
容
�

（Y
eong

W
ing

）
と
い
う
人
物
で
あ
り
、
康
有
為
に
面
会
す
る
た

め
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
来
訪
し
て
い
た
と
い
う
（
37
）
。

康
有
為
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
い
ま
だ
滞
在
し
て
い
る
と
い
う
情

報
がStraits

T
im

es

紙
な
ど
の
英
字
新
聞
に
て
報
道
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
華
字
新
聞
に
も
関
連
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

『
�
報
』
は
一
九
〇
〇
年
三
月
二
十
四
日
に
「
不
得
不
言
」
と
い

う
記
事
を
掲
載
し
、
康
有
為
が
い
ま
だ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
滞
在
し

て
い
る
と
い
う
情
報
を
以
前
よ
り
知
っ
て
い
た
と
認
め
た
う
え
で
、

彼
の
滞
在
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
大
局
に
関
わ
り
の
な
い
些
細
な
問

題
で
あ
り
、
そ
の
事
実
を
最
後
ま
で
隠
し
通
す
こ
と
は
出
来
な
い

で
あ
ろ
う
と
判
断
し
た
た
め
に
報
道
し
な
か
っ
た
と
釈
明
し
た
（
38
）
。

さ
ら
に
、
邱
菽
園
の
康
有
為
へ
の
協
力
を
巡
っ
て
、
華
字
新
聞

間
の
い
さ
か
い
が
発
生
し
た
。
こ
の
騒
動
は
、Straits

T
im

es

紙

が
一
九
〇
〇
年
四
月
五
日
に
、
前
述
し
た
邱
菽
園
の
福
建
に
い
る

家
族
が
清
朝
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
た
と
い
う
内
容
の
記
事
を
掲
載

し
た
こ
と
に
よ
り
始
ま
っ
た
（
39
）
。
こ
れ
に
対
し
、
邱
菽
園
お
よ
び

『
天
南
新
報
』
は
四
月
七
日
にStraits

T
im

es

紙
に
英
文
の
書
簡

を
送
り
、
自
紙
の
関
係
者
の
中
に
親
族
が
逮
捕
さ
れ
た
も
の
は
一

人
も
存
在
し
て
お
ら
ず
、
前
述
し
た
記
事
の
内
容
は
誤
り
で
あ
る

と
述
べ
た
（
こ
の
書
簡
は
四
月
七
日
にStraits

T
im

es

紙
上
に

史
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て
翻
訳
・
転
載
さ
れ
た
（
40
）
）。
同
日
に
『
天
南
新
報
』
は
こ
の
こ
と

に
関
す
る
記
事
を
発
表
し
、
前
述
し
たStraits

T
im

es

紙
の
記

事
の
よ
う
な
デ
マ
が
生
ま
れ
る
原
因
と
な
っ
た
の
は
「
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
の
あ
る
新
聞
」
が
誤
っ
た
内
容
の
記
事
を
掲
載
し
、
こ
れ
を

信
じ
た
人
が
デ
マ
を
流
し
た
こ
と
に
あ
り
、
こ
の
新
聞
は
事
実
を

伝
え
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
そ
の
後
の
訂
正
も
行
お
う
と
し
て
い

な
い
と
非
難
し
た
（
41
）
。
こ
れ
に
対
し
、『
�
報
』
は
四
月
九
日
に
こ

の
返
答
と
な
る
記
事
を
掲
載
し
、『
天
南
新
報
』
が
言
う
と
こ
ろ

の
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
あ
る
新
聞
」
が
自
紙
を
指
し
て
お
り
、
ま

た
「
誤
っ
た
内
容
の
記
事
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
一
九
〇
〇
年

二
月
十
六
日
に
掲
載
さ
れ
た
「
被
累
傳
聞
」
と
い
う
記
事
で
あ
る

と
断
定
し
た
う
え
で
、
こ
の
記
事
は
実
際
に
は
幾
人
か
の
華
人
商

人
の
家
族
が
そ
の
本
籍
地
で
あ
る
福
建
省
�
州
府
海
澄
縣
に
お
い

て
逮
捕
さ
れ
た
と
い
う
風
聞
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
流
れ
て
い
る
こ

と
を
述
べ
た
の
み
で
あ
り
、
邱
菽
園
の
家
族
が
逮
捕
さ
れ
た
と
伝

え
た
訳
で
は
な
い
と
釈
明
し
た
（
42
）
。
こ
の
記
事
に
対
し
て
、『
天
南

新
報
』
は
直
接
的
な
返
答
を
行
っ
て
い
な
い
。
一
連
の
い
さ
か
い

に
つ
い
て
、『
�
報
』
二
月
十
六
日
の
記
事
が
非
常
に
曖
昧
な
書

き
方
を
し
た
こ
と
が
直
接
的
な
原
因
と
な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ

ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
邱
菽
園
が
康
有
為
に
協

力
し
た
た
め
に
そ
の
家
族
が
そ
の
本
籍
地
で
あ
る
福
建
省
に
お
い

て
官
憲
に
逮
捕
さ
れ
た
と
い
う
噂
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
内

で
流
布
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

こ
こ
ま
で
述
べ
た
内
容
を
ま
と
め
る
。
ま
ず
康
有
為
の
保
護
に

つ
い
て
、
植
民
地
政
庁
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
お
り
、
林
文
慶

ら
ご
く
少
数
の
華
人
が
そ
れ
に
協
力
し
て
い
た
。
ま
た
康
有
為
の

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
来
訪
の
目
的
は
自
ら
の
安
全
を
確
保
で
き
る
滞
在

先
を
求
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
た
め
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
に
対
し

て
自
ら
の
政
治
運
動
の
積
極
的
な
宣
伝
を
行
お
う
と
し
な
か
っ
た
。

次
に
、
華
人
社
会
内
で
流
れ
る
噂
の
存
在
に
注
目
し
た
い
。
海

外
亡
命
中
の
康
有
為
が
清
朝
よ
り
懸
賞
金
を
か
け
ら
れ
、
刺
客
か

ら
そ
の
命
を
狙
わ
れ
て
い
る
と
い
う
噂
は
、
華
人
社
会
の
中
で
広

く
流
布
し
て
い
た
。
こ
れ
が
事
実
で
あ
っ
た
か
否
か
は
不
明
で
あ

る
（
43
）。
し
か
し
、
康
有
為
に
関
す
る
多
く
の
噂
が
流
布
し
て
い
た
こ

と
は
、
彼
が
中
国
国
内
政
治
上
の
重
要
人
物
か
つ
清
朝
か
ら
追
わ

れ
て
い
る
危
険
な
人
物
と
し
て
華
人
社
会
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
流
布
し
て
い
た
噂
の
対
象
は
康
有
為
の
み
な
ら
ず
、
彼

の
協
力
者
で
あ
っ
た
邱
菽
園
・
林
文
慶
も
含
ま
れ
て
い
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
噂
に
つ
い
て
、
既
に
述
べ
た
も
の
に
加
え
、
た
と
え
ば
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T

im
es

紙
の
一
九
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〇
年
六
月
二
十
二
日
の
記
事
で
、
光

緒
帝
が
復
位
す
る
際
に
、
康
有
為
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
友
人
（
こ

康
有
為
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
滞
在
（
一
九
〇
〇
年
）
と
そ
の
華
人
社
会
へ
の
影
響
に
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察
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れ
は
林
文
慶
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
）
を
宮
廷
医
師
・
助
言
者

と
し
て
伴
い
、
中
国
本
土
に
帰
還
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
噂
が
流

れ
て
い
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
た
（
44
）
。
こ
れ
ら
の
噂
に
関
す
る
報

道
は
、
康
有
為
の
み
な
ら
ず
そ
の
協
力
者
に
対
し
て
も
、
華
人
社

会
の
関
心
と
警
戒
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
後
年
に
お
け
る
「
革
命
派
」
の
手
に
よ
る
記
述
で
は
、

一
九
〇
〇
年
の
康
有
為
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
滞
在
を
契
機
と
し
て
、

康
有
為
ら
「
維
新
派
」
の
政
治
組
織
で
あ
る
保
皇
会
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
支
部
が
設
立
さ
れ
、
邱
菽
園
ら
が
会
長
と
な
っ
た
と
主
張
さ
れ

て
い
る
（
45
）
。
一
部
の
先
行
研
究
は
、
こ
れ
ら
の
史
料
の
記
述
を
根
拠

と
し
て
、
保
皇
会
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
支
部
が
実
際
に
創
設
さ
れ
た
と

判
断
し
て
い
る
（
46
）
。
し
か
し
管
見
の
限
り
で
は
、
康
有
為
の
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
滞
在
中
に
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
噂
が
流
布
し
て
い
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
保
皇
会
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
支
部
が
設
立
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
を
示
唆
す
る
同
時
代
史
料
の
記
述
は
一
切
存
在
し
て
い
な
い
。

そ
も
そ
も
前
述
し
た
よ
う
に
、
康
有
為
は
自
身
の
安
全
の
確
保
を

最
優
先
し
て
お
り
、
支
持
者
獲
得
の
た
め
の
宣
伝
活
動
す
ら
行
っ

て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
時
期
に
保
皇
会
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
支
部
が
実
際
に
設
立
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
。

三
、「
革
命
派
」
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
来
訪

新
聞
報
道
な
ど
を
通
じ
、
康
有
為
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
滞
在
に
関

す
る
情
報
が
海
外
に
伝
達
さ
れ
る
に
つ
れ
、
そ
れ
に
伴
う
幾
つ
か

の
事
件
が
発
生
し
た
。
そ
の
一
つ
が
、
康
有
為
と
面
会
す
る
た
め

に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
訪
れ
た
日
本
人
、
宮
崎
寅
蔵
と
清
藤
幸
七
郎

の
逮
捕
と
海
峡
植
民
地
か
ら
の
追
放
と
い
う
事
件
で
あ
る
。
宮
崎

ら
二
人
は
孫
文
ら
「
革
命
派
」
の
熱
烈
な
支
持
者
・
支
援
者
で
あ

り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
訪
れ
康
有
為
と
の
面
会
を
求
め
た
が
、
植

民
地
政
庁
は
彼
ら
を
康
有
為
の
暗
殺
を
目
的
と
し
て
清
朝
か
ら
派

遣
さ
れ
た
刺
客
で
あ
る
と
判
断
し
、
警
察
を
動
員
し
て
逮
捕
・
投

獄
し
た
。
一
九
〇
〇
年
七
月
十
二
日
に
彼
ら
は
英
領
植
民
地
か
ら

の
五
年
間
の
追
放
と
い
う
処
罰
を
受
け
、
釈
放
さ
れ
た
（
47
）
。

ま
た
「
革
命
派
」
の
首
領
で
あ
る
孫
文
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
来

訪
し
て
い
る
。
知
事
で
あ
る
ス
ウ
エ
ッ
テ
ナ
ム
の
報
告
に
よ
れ
ば
、

孫
文
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
訪
れ
た
目
的
は
、
彼
ら
「
革
命
派
」
の

広
東
に
お
け
る
蜂
起
に
康
有
為
ら
「
革
命
派
」
を
協
力
さ
せ
る
こ

と
に
あ
り
、
康
有
為
と
の
面
会
を
希
望
し
て
い
た
が
、
結
局
彼
は

そ
の
目
的
を
果
た
せ
ず
、
宮
崎
ら
と
同
様
に
佐
渡
丸
に
搭
乗
さ
せ

ら
れ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
去
る
こ
と
と
な
っ
た
（
48
）
。

こ
の
二
つ
の
事
件
に
関
し
て
、
宮
崎
寅
蔵
自
身
に
よ
る
回
想
録

史
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で
あ
る
『
三
十
三
年
の
夢
』
の
中
に
、
関
連
す
る
記
述
が
存
在
す

る
（
49
）。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
宮
崎
寅
蔵
は
一
八
九
八
年
の
香
港
に
て
康

有
為
と
は
じ
め
て
面
会
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
彼
は
孫
文
ら
「
革

命
派
」
の
活
動
に
康
有
為
を
協
力
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
図
を
持
つ

必
要
が
あ
る
と
考
え
、
彼
と
面
会
し
、
日
本
に
亡
命
す
る
よ
う
説

得
し
た
（
50
）
。
そ
の
後
、
孫
文
は
「
革
命
派
」
の
活
動
（
特
に
広
東
省

に
お
け
る
蜂
起
）
を
実
行
す
る
う
え
で
、
康
有
為
ら
「
維
新
派
」

の
協
力
を
得
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
ま
ず
宮
崎
ら
を
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
へ
と
派
遣
し
康
有
為
を
説
得
さ
せ
、
後
に
孫
文
自
身
も
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
に
向
か
い
、
宮
崎
ら
と
落
ち
合
う
と
い
う
計
画
を
立
て

た
（
51
）。宮

崎
ら
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
到
着
し
た
後
、
邱
菽
園
と
面
会
し
、

康
有
為
と
の
面
会
の
手
続
き
を
依
頼
し
た
。
し
か
し
、
邱
菽
園
を

通
し
て
届
け
ら
れ
た
康
有
為
か
ら
の
返
事
は
、
植
民
地
政
庁
の
監

視
が
厳
し
い
た
め
彼
ら
と
の
面
会
は
難
し
く
、
も
し
面
会
で
き
な

け
れ
ば
邱
菽
園
よ
り
は
な
む
け
の
金
を
受
け
取
る
よ
う
求
め
る
内

容
で
あ
っ
た
。
こ
の
書
簡
の
内
容
や
知
己
で
あ
っ
た
日
本
人
か
ら

聞
い
た
話
か
ら
、
宮
崎
は
自
ら
が
康
有
為
か
ら
清
朝
の
刺
客
で
は

な
い
か
と
疑
わ
れ
た
と
考
え
て
激
昂
し
、
康
有
為
に
書
簡
を
送
り
、

こ
の
書
簡
を
以
て
康
有
為
と
訣
別
す
る
と
通
達
し
た
（
52
）
。

そ
の
後
、
宮
崎
ら
二
人
の
宿
に
植
民
地
政
庁
の
警
察
が
訪
れ
た
。

警
察
に
よ
り
二
人
の
名
前
の
確
認
と
持
ち
物
の
検
査
が
行
わ
れ
、

所
持
し
て
い
た
日
本
刀
二
本
と
多
額
の
金
銭
が
発
見
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
彼
ら
は
逮
捕
・
投
獄
さ
れ
た
。
宮
崎
は
獄
中
で
審
問
を

受
け
、
多
額
の
金
銭
と
日
本
刀
を
所
持
し
て
い
た
理
由
な
ど
を
詰

問
さ
れ
、
そ
れ
に
答
え
た
。
翌
日
、
宮
崎
ら
二
人
は
植
民
地
政
庁

の
知
事
で
あ
る
ス
ウ
ェ
ッ
テ
ナ
ム
自
身
（
53
）
よ
り
幾
つ
か
の
質
問
を
受

け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ス
ウ
ェ
ッ
テ
ナ
ム
は
孫
文
な
ど
「
革
命

派
」
の
人
々
を
知
っ
て
い
る
か
、
ま
た
宮
崎
ら
自
身
が
「
維
新

派
」
の
首
領
た
る
康
有
為
を
暗
殺
し
よ
う
と
す
る
清
朝
の
刺
客
で

は
な
い
の
か
、
な
ど
の
質
問
を
行
い
、
宮
崎
ら
は
そ
れ
ら
の
質
問

に
対
し
答
え
た
。
最
終
的
に
、
宮
崎
ら
二
人
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
よ

り
五
年
間
の
追
放
を
命
じ
ら
れ
、
香
港
に
向
か
う
佐
渡
丸
に
乗
り

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
離
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
54
）
。

前
述
し
た
植
民
地
政
庁
の
記
録
と
宮
崎
に
よ
る
記
述
と
を
参
照

す
る
こ
と
に
よ
り
、
以
下
の
点
を
確
認
で
き
る
。
第
一
に
、
こ
の

時
点
に
お
け
る
「
革
命
派
」
の
活
動
目
的
は
広
東
省
の
蜂
起
を
成

功
さ
せ
る
た
め
に
、
康
有
為
お
よ
び
「
維
新
派
」
と
協
力
す
る
こ

と
に
あ
り
、
後
年
の
同
盟
会
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
支
部
の
活
動
の
よ
う

に
、
自
ら
の
政
治
活
動
に
華
人
社
会
の
支
持
を
集
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
な
か
っ
た
。
第
二
に
、
こ
の
時
点
に
お
け
る
「
維
新

派
」
と
「
革
命
派
」
の
関
係
は
、
一
九
〇
〇
年
代
後
半
に
お
け
る

康
有
為
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
滞
在
（
一
九
〇
〇
年
）
と
そ
の
華
人
社
会
へ
の
影
響
に
関
す
る
考
察

九
五
（
九
五
）



「
革
命
派
」
と
「
維
新
派
」
の
対
立
状
況
の
よ
う
に
敵
対
的
な
も

の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
孫
文
ら
「
革
命
派
」
は
康
有
為
ら
「
維
新

派
」
と
協
力
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き

た
史
料
の
内
容
と
、
最
初
に
引
用
し
た
胡
漢
民
の
演
説
の
中
で
述

べ
ら
れ
て
い
た
「
革
命
派
」
と
「
維
新
派
」
と
の
対
立
的
な
関
係

性
を
強
調
す
る
記
述
を
比
較
し
た
際
に
、
後
者
に
二
つ
の
誤
り
が

存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
つ
は
、
一
九
〇
〇
年
当
時
の
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
に
お
い
て
、
孫
文
ら
「
革
命
派
」
は
康
有
為

ら
「
維
新
派
」
と
の
協
力
を
模
索
し
て
お
り
、
敵
対
的
な
関
係
に

な
か
っ
た
こ
と
、
も
う
一
つ
は
康
有
為
と
同
様
に
、
孫
文
ら
も
華

人
社
会
か
ら
の
支
持
の
獲
得
を
目
的
と
し
た
宣
伝
活
動
を
行
わ
な

か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
事
件
の
六
年
後
、
一
九
〇
六
年
に
結
成
さ
れ
る

同
盟
会
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
支
部
の
創
設
者
の
一
人
で
あ
る
陳
楚
楠
は
、

後
年
に
自
身
が
行
っ
た
講
演
の
中
で
、
孫
文
が
植
民
地
政
庁
に
拘

束
さ
れ
た
際
に
、
林
文
慶
は
植
民
地
政
庁
と
の
交
渉
を
担
当
し
、

そ
の
解
放
の
た
め
に
尽
力
し
た
と
述
べ
て
い
る
（
55
）
。
た
だ
し
、
植
民

地
政
庁
の
記
録
に
は
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
林
文
慶
が
関
与
し
た

こ
と
を
示
す
明
確
な
根
拠
と
な
る
記
述
は
存
在
せ
ず
、
陳
楚
楠
も

自
身
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
り
こ
の
こ
と
を
知
っ
た
の
か
と
い

う
点
を
説
明
し
て
い
な
い
。
こ
の
事
件
に
関
し
て
、
林
文
慶
が
公

的
な
史
料
に
残
ら
な
い
よ
う
な
形
で
何
ら
か
の
関
与
を
行
っ
た
可

能
性
が
全
く
な
い
訳
で
は
な
い
が
、
極
め
て
低
い
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
日
本
人
二
人
の
逮
捕
と
孫
文
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
来
訪
と

い
う
二
つ
の
事
件
は
、
康
有
為
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
滞
在
に
関
す
る

情
報
が
海
外
に
ま
で
伝
わ
っ
た
事
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
康
有
為
に
と
っ
て
既
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

が
安
全
な
滞
在
場
所
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
康
有
為

は
七
月
二
十
六
日
に
、
刺
客
に
よ
る
暗
殺
を
避
け
る
と
い
う
目
的

に
よ
り
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
離
れ
、
マ
レ
ー
半
島
西
岸
の
タ
ン
ジ
ュ

ン
・
ト
ゥ
ア
ン
（T

anjung
T

uan

）
に
移
動
し
た
（
56
）
。
な
おStraits

T
im

es

紙
の
八
月
三
日
の
記
事
に
て
、
康
有
為
が
数
人
の
友
人
と

共
に
中
国
に
向
か
っ
た
と
い
う
噂
が
華
人
社
会
内
で
流
れ
て
い
る

こ
と
が
報
道
さ
れ
た
（
57
）
。
康
有
為
の
去
就
が
、
最
後
ま
で
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
華
人
社
会
内
で
注
目
を
集
め
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

ろ
う
。

四
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
へ
の
影
響

こ
こ
ま
で
述
べ
た
内
容
か
ら
、
康
有
為
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
滞
在

の
華
人
社
会
へ
の
影
響
に
関
し
て
検
討
し
よ
う
。
ま
ず
、
康
有
為

の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
滞
在
の
主
要
な
目
的
は
自
身
の
安
全
の
確
保
に

あ
り
、
華
人
社
会
に
対
す
る
積
極
的
な
宣
伝
活
動
な
ど
を
行
っ
て

史
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い
な
か
っ
た
。
ま
た
康
有
為
の
支
援
者
で
あ
っ
た
邱
菽
園
・
林
文

慶
ら
に
つ
い
て
も
、
康
有
為
の
滞
在
中
に
彼
ら
が
果
た
し
た
役
割

は
主
に
植
民
地
政
庁
に
よ
る
保
護
へ
の
協
力
に
留
ま
っ
て
お
り
、

「
維
新
派
」
の
政
治
活
動
の
宣
伝
に
協
力
し
た
訳
で
は
な
い
。
康

有
為
の
安
全
の
確
保
と
い
う
目
的
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
邱
菽

園
・
林
文
慶
ら
が
康
有
為
の
存
在
や
そ
の
政
治
的
な
問
題
を
強
調

す
る
効
果
を
発
揮
し
か
ね
な
い
宣
伝
活
動
を
行
わ
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
康
有
為
と
の
交
渉
を
求
め

て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
訪
れ
た
孫
文
ら
「
革
命
派
」
も
、
康
有
為
と

同
様
に
積
極
的
な
宣
伝
活
動
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。

次
に
、
康
有
為
の
保
護
に
協
力
し
た
の
は
植
民
地
政
庁
と
邱
菽

園
・
林
文
慶
ら
ご
く
少
数
の
康
有
為
の
支
持
者
の
み
で
あ
り
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
の
中
で
康
有
為
を
支
持
・
支
援
し
よ
う
と

す
る
社
会
的
な
運
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
来
訪
後
に
彼
の
保
護
に
積
極
的
に
参
加
し
よ
う
と

す
る
人
々
が
増
加
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
「
維
新
派
」
の
政

治
団
体
の
設
立
や
「
維
新
派
」
の
支
持
者
の
増
加
な
ど
も
確
認
で

き
な
い
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
康
有
為
と
そ
の
支
持
者
で
あ
っ

た
邱
菽
園
・
林
文
慶
に
関
す
る
多
く
の
噂
が
流
布
し
た
こ
と
は
、

康
有
為
に
対
す
る
華
人
社
会
の
注
目
が
非
常
に
大
き
い
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
関
心
は
康

有
為
を
支
持
し
よ
う
と
す
る
方
向
に
向
か
う
こ
と
は
な
く
、
む
し

ろ
彼
と
そ
の
支
援
者
を
警
戒
す
る
か
、
も
し
く
は
危
険
視
す
る
よ

う
な
意
味
合
い
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
噂
は
か
え
っ

て
彼
ら
に
不
利
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

一
九
〇
〇
年
の
康
有
為
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
滞
在
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
華
人
社
会
内
で
「
維
新
派
」
の
支
持
者
を
拡
大
さ
せ
る
よ
う
な

影
響
を
与
え
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
一
九
〇
〇
年
時
点
で
は
「
維
新
派
」
と
「
革
命
派
」

は
対
立
的
な
関
係
で
は
な
か
っ
た
。
孫
文
や
宮
崎
滔
天
ら
「
革
命

派
」
は
一
九
〇
〇
年
当
時
に
お
い
て
、
康
有
為
ら
「
維
新
派
」
と

の
協
力
を
模
索
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
ま
た
彼
ら
は
共
に
華
人

社
会
に
対
す
る
宣
伝
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
華

人
社
会
内
の
支
持
を
巡
っ
て
争
う
必
要
も
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

華
人
社
会
内
の
支
持
を
巡
る
「
革
命
派
」
と
「
維
新
派
」
の
対
立

的
な
関
係
性
は
、
一
九
〇
〇
年
の
時
点
で
は
ま
だ
顕
在
化
し
て
い

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
内
容
を
ま
と
め
る
に
、
一
九
〇
〇
年
の
康
有
為
の
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
来
訪
が
、
華
人
社
会
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

台
頭
を
促
進
す
る
よ
う
な
直
接
的
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
こ
の
時
点
で
康
有
為
や
孫
文
ら
と
直
接
接
触
し

た
の
は
、
植
民
地
政
庁
お
よ
び
林
文
慶
ら
ご
く
少
数
の
華
人
た
ち

康
有
為
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
滞
在
（
一
九
〇
〇
年
）
と
そ
の
華
人
社
会
へ
の
影
響
に
関
す
る
考
察

九
七
（
九
七
）



に
限
ら
れ
て
お
り
、
華
人
社
会
の
大
多
数
は
彼
ら
を
警
戒
し
、

様
々
な
噂
を
流
し
た
が
、
直
接
的
な
関
わ
り
を
持
と
う
と
し
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
は
、
一
九
〇
〇
年
に
お
け
る
康
有
為
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
来

訪
と
い
う
出
来
事
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
と
い
う
場
に
実
際

に
与
え
た
影
響
や
変
化
に
つ
い
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
と

い
う
場
に
注
目
す
る
観
点
か
ら
考
察
を
行
い
、
結
果
と
し
て
こ
の

出
来
事
が
華
人
社
会
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
台
頭
に
つ
な

が
る
よ
う
な
大
き
な
影
響
を
与
え
た
訳
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
最
後
に
、
冒
頭
の
問
題
設
定
に
戻
り
た
い
。

本
稿
の
冒
頭
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
史
に
関
す
る
先
行

研
究
の
多
く
が
、
華
人
社
会
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
展
開
と
い
う

問
題
を
中
国
本
土
の
政
治
の
延
長
線
上
に
あ
る
問
題
と
し
て
捉
え

た
う
え
で
、
中
国
の
政
治
的
党
派
の
活
動
や
関
係
性
に
注
目
し
、

そ
こ
か
ら
働
き
か
け
を
受
け
て
自
在
に
扇
動
・
動
員
さ
れ
る
受
動

的
・
従
属
的
な
立
場
と
し
て
華
人
社
会
を
捉
え
る
と
い
う
特
徴
を

共
有
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
具
現
化
さ
れ
る
最
初
の
出

来
事
と
し
て
一
九
〇
〇
年
の
康
有
為
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
滞
在
を
捉

え
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
決

し
て
本
稿
で
扱
っ
た
一
九
〇
〇
年
の
康
有
為
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
滞

在
に
関
す
る
研
究
の
み
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
台
頭
の
歴

史
的
展
開
に
関
す
る
大
多
数
の
先
行
研
究
に
て
共
有
さ
れ
て
い
る
（
58
）
。

そ
し
て
、
本
稿
の
検
討
の
結
果
、
そ
の
端
緒
と
さ
れ
て
き
た
出
来

事
に
は
実
証
的
な
裏
付
け
が
取
れ
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ

の
結
論
は
、
単
に
こ
の
出
来
事
の
み
な
ら
ず
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華

人
社
会
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
展
開
と
い
う
問
題
に
関
す

る
こ
の
よ
う
な
特
徴
自
体
に
つ
い
て
も
再
考
す
る
こ
と
を
促
す
も

の
で
あ
ろ
う
。

前
述
し
た
特
徴
が
先
行
研
究
の
多
く
に
共
通
し
て
い
る
理
由
を

考
え
る
に
、
そ
れ
ら
の
研
究
が
華
人
社
会
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
の
展
開
と
い
う
問
題
を
二
つ
の
固
定
化
さ
れ
た
観
点
で
捉
え

て
い
る
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
つ
は
、
こ
の
問
題

が
そ
も
そ
も
は
中
国
と
い
う
国
家
に
由
来
し
、
そ
こ
か
ら
伝
播
し

て
き
た
と
捉
え
る
観
点
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
そ
れ
が
政
治
的

な
活
動
に
限
定
さ
れ
た
問
題
で
あ
る
と
捉
え
る
観
点
で
あ
る
。
こ

の
問
題
は
、
い
わ
ば
「
祖
国
」
と
「
政
治
」
に
関
係
す
る
問
題
と

し
て
理
解
さ
れ
、
議
論
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
固
定
化
さ
れ
た
捉
え
方
は
あ
ま
り
に
狭

窄
で
あ
ろ
う
。
華
人
社
会
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
中
国
本
土
か
ら

史

学

第
八
七
巻

第
一
・
二
号

九
八
（
九
八
）



の
影
響
と
い
う
一
方
的
関
係
性
に
よ
り
創
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
植
民
地
宗
主
国
た
る
イ
ギ
リ
ス
と
祖
国
た
る
中
国
、
生
活
の

場
と
し
て
の
華
人
社
会
な
ど
か
ら
多
様
な
影
響
を
受
け
な
が
ら
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
と
い
う
場
の
需
要
に
沿
っ
て
創
出
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
本
稿
で
も
扱
っ
た
林
文
慶
は
、
そ

の
一
つ
の
典
型
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は

政
治
活
動
の
み
な
ら
ず
、
文
化
活
動
や
社
会
活
動
な
ど
様
々
な
形

で
展
開
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
ら
の
多
様
な
活
動
の
中
で
「
ネ
イ
シ
ョ

ン
と
し
て
の
華
人
」
と
い
う
概
念
自
体
も
徐
々
に
普
及
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る
（
59
）
。

本
稿
の
議
論
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
に
お
け
る
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
展
開
と
い
う
問
題
を
「
祖
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
政

治
的
関
係
性
」
と
い
う
限
ら
れ
た
視
角
か
ら
議
論
し
よ
う
と
す
る

捉
え
方
の
限
界
を
は
っ
き
り
と
示
す
と
共
に
、
よ
り
広
範
な
視
角

か
ら
の
議
論
、
す
な
わ
ち
イ
ギ
リ
ス
と
中
国
双
方
と
の
関
係
性
を

受
け
つ
つ
も
、
独
自
の
主
体
性
・
自
律
性
を
持
つ
場
と
し
て
の
華

人
社
会
の
視
点
に
立
ち
、
そ
の
内
部
に
存
在
し
た
多
様
な
文
化
・

政
治
・
社
会
活
動
を
通
し
て
語
る
こ
と
の
必
要
性
を
も
示
す
も
の

で
あ
る
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
視
角
を
と
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
九
〇

〇
年
の
康
有
為
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
滞
在
と
い
う
出
来
事
自
体
に
つ

い
て
も
、
そ
の
背
景
と
な
る
当
時
の
華
人
社
会
と
植
民
地
政
庁
・

清
朝
・
中
国
の
政
治
活
動
家
ら
の
複
雑
か
つ
緊
張
に
満
ち
た
関
係

性
を
映
し
出
す
、
貴
重
な
事
例
の
一
つ
と
し
て
新
た
な
評
価
を
与

え
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
視
角
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
に
お
け
る
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
台
頭
の
歴
史
的
展
開
に
つ
い
て
考
察
す
る
た
め
に

は
、
こ
の
事
例
の
み
な
ら
ず
、
他
の
事
例
と
比
較
し
な
が
ら
よ
り

長
期
的
な
ス
パ
ン
で
そ
の
実
情
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
な
る
。
こ
の
点
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註（
１
）
「
華
人
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
国
籍
や
帰
属
意

識
な
ど
に
よ
る
区
分
（「
華
僑
」・「
華
人
」・「
華
裔
」
の
使
い
分
け

な
ど
）
を
行
わ
ず
、
海
外
に
居
住
す
る
中
国
系
移
民
一
般
（O

ver-
seas

C
hinese

）
を
指
す
も
の
と
し
て
用
い
る
。
ま
た
海
峡
華
人

（Straits
C

hinese

）
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
、
海
峡
植
民
地
で
出

生
し
た
華
人
を
指
す
も
の
と
し
て
用
い
る
（
中
国
本
土
で
出
生
し

た
華
人
は
こ
れ
と
対
比
を
な
す
）。

（
２
）
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
概
念
に
つ
い
て
、

本
稿
で
は
特
に
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
と
ブ
ル
ー
ベ
イ
カ
ー
の
議
論
（
ベ

ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
『
定
本

想
像
の
共
同
体
―
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
起
源
と
流
行
―
』（
白
石
隆
・
白
石
さ
や
（
訳
））

書
籍
工
房
早
山
、
二
〇
〇
七
﹇
原
書
一
九
九
一
﹈
年
、
二
二
―
二

六
頁
、B

rubaker,
R

ogers,
N

ationalism
R

efram
ed

:N
ation-

康
有
為
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
滞
在
（
一
九
〇
〇
年
）
と
そ
の
華
人
社
会
へ
の
影
響
に
関
す
る
考
察

九
九
（
九
九
）



hood
and

the
N

ational
Q

uestion
in

the
N

ew
E

urope,
C

am
-

bridge
:C

am
bridge

U
niversity

Press,1996,pp.3

�8

）
を
参

照
し
、
い
わ
ゆ
る
本
質
主
義
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
研
究
と
構
築
主

義
的
な
そ
れ
の
双
方
が
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
実
体
化
さ
れ
た
集
団
と
し

て
捉
え
て
い
る
と
い
う
問
題
を
意
識
し
た
う
え
で
、
ネ
イ
シ
ョ
ン

と
い
う
用
語
に
つ
い
て
、
近
代
以
降
に
西
洋
の
影
響
を
受
け
て
成

立
し
た
、
い
く
つ
か
の
共
通
す
る
要
素
（
出
身
地
域
・
言
語
・
文

化
・
身
体
的
特
徴
な
ど
）
を
備
え
た
均
質
な
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
構

成
さ
れ
、
明
確
な
枠
組
を
持
つ
と
さ
れ
た
想
像
上
の
文
化
的
共
同

体
と
い
う
意
味
で
用
い
る
。
ま
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
用
語

に
つ
い
て
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
い
う
概
念
を
利
用
し
て
行
わ
れ
る
多

種
多
様
な
活
動
・
運
動
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
総
称
と
い
う
意
味
で

用
い
る
。

（
３
）
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
（
糟
谷
啓
介
・
高
地
薫
ほ
か

訳
）『
比
較
の
亡
霊
―
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
・
東
南
ア
ジ
ア
・
世
界

―
』
作
品
社
、
二
〇
〇
五
（
一
九
九
八
）
年
、
二
一
―
二
三
頁
、

田
中
恭
子
『
国
家
と
移
民
―
東
南
ア
ジ
ア
華
人
世
界
の
変
容
―
』

名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
、
三
二
―
三
五
頁
。

（
４
）
「
維
新
派
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
、
康
有
為
お
よ
び
保
皇
会

に
代
表
さ
れ
る
、
中
国
の
国
家
的
危
機
を
救
済
す
る
た
め
に
清
朝

の
改
革
を
目
的
と
す
る
政
治
勢
力
を
指
す
も
の
と
し
て
用
い
る
。

ま
た
「
革
命
派
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
、
孫
文
や
興
中
会
、
同

盟
会
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
、
清
朝
を
打
倒
し
新
た
な
政
府
を
樹
立

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
政
治
勢
力
を
指
す
も
の
と
し
て
用
い
る
。

（
５
）
康
有
為
の
経
歴
や
思
想
に
つ
い
て
、
複
数
の
言
語
に
よ
る
膨
大

な
先
行
研
究
が
存
在
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
特
に
以
下
の
研
究

を
参
照
し
た
。
小
野
川
秀
美
『
清
末
政
治
思
想
研
究
』
み
す
ず
書

房
、
一
九
六
九
年
、
八
六
―
一
五
七
頁
、
坂
出
祥
伸
『
中
国
近
代

の
思
想
と
科
学
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
三
年
、
坂
出
祥
伸
『
康

有
為
―
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
開
花
―
』
集
英
社
、
一
九
八
五
年
、
島
田

虔
次
「
辛
亥
革
命
期
の
孔
子
問
題
」
小
野
川
秀
美
・
島
田
虔
次

（
編
）『
辛
亥
革
命
の
研
究
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
八
年
、
三
―
三

五
頁
、
竹
内
弘
行
『
後
期
康
有
為
論
―
亡
命
・
辛
亥
・
復
辟
・
五

四
―
』
同
朋
舎
、
一
九
八
七
年
、
竹
内
弘
行
『
中
国
の
儒
教
的
近

代
論
』
研
文
出
版
、
一
九
九
五
年
、
竹
内
弘
行
『
康
有
為
と
近
代

大
同
思
想
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
八
年
、
村
田
雄
二
郎

「
孔
教
と
淫
祠
」『
中
国
│
│
社
会
と
文
化
』
七
号
、
一
九
九
二
年
、

一
九
九
―
二
一
八
頁
、
村
田
雄
二
郎
「
康
有
為
と
孔
子
紀
年
」
孔

祥
吉
・
村
田
雄
二
郎
『
清
末
中
国
と
日
本
―
宮
廷
・
変
法
・
革
命

―
』
研
文
出
版
、
二
〇
一
一
年
、
二
二
一
―
二
五
二
頁
。
唐
文
明

『
数
教
在
寛
�
康
有
為
孔
教
思
想
申
論
』
北
京
�
中
国
人
民
大
学
出

版
社
、
二
〇
一
四
年
、
湯
志
鈞
『
康
有
為
伝
』
台
北
�
台
湾
商
務

印
書
館
、
一
九
九
七
年
、
馬
洪
林
『
康
有
為
大
伝
』
瀋
陽
�
遼
寧

人
民
出
版
社
、
一
九
八
八
年
。
ま
た
康
有
為
ら
「
維
新
派
」
の
儒

教
運
動
や
政
治
活
動
に
つ
い
て
、
前
述
し
た
研
究
に
加
え
、
以
下

の
研
究
を
参
照
し
た
。
蕭
橘
『
清
朝
末
期
の
孔
教
運
動
』
中
国
書

店
、
二
〇
〇
四
年
、
森
紀
子
『
転
換
期
に
お
け
る
中
国
儒
教
運

動
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
、
一
六
六
―
一
八
二

頁
。
桑
兵
『
庚
子
勤
王
与
晩
清
政
局
』
北
京
�
北
京
大
学
出
版
社
、

二
〇
〇
四
年
、
張
玉
法
『
清
季
的
立
憲
団
体
』
北
京
�
北
京
大
学

出
版
社
、
一
九
七
一
年
、
一
六
九
―
二
九
九
頁
、
湯
志
鈞
『
康
有

為
与
戊
戌
変
法
』
台
北
�
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、
一
九
八

史

学

第
八
七
巻

第
一
・
二
号

一
〇
〇
（
一
〇
〇
）



四
年
、
范
玉
秋
『
清
末
民
初
孔
教
運
動
研
究
』
青
島
�
中
国
海
洋

大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
一
三
―
一
一
一
頁
。

（
６
）
保
皇
会
は
、
一
八
九
九
年
に
康
有
為
の
指
導
の
も
と
に
カ
ナ
ダ

の
ビ
ク
ト
リ
ア
で
設
立
さ
れ
た
「
維
新
派
」
の
政
治
団
体
で
あ
り
、

他
の
海
外
華
人
社
会
で
い
く
つ
も
の
支
部
が
設
立
さ
れ
た
。
高
偉

濃
『
二
十
世
紀
初
康
有
為
保
皇
会
在
美
国
華
僑
社
会
内
的
活
動
』

北
京
�
学
苑
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
二
九
―
四
二
頁
、
湯
志
鈞
、

前
掲
書
、
一
九
九
七
年
、
三
二
〇
―
三
四
二
頁
、
張
玉
法
、
前
掲

書
、
一
九
七
一
年
、
二
二
四
―
二
九
九
頁
。

（
７
）

C
hew

,
E

rnest
C

.
T

.
and

Lee,
E

dw
in

（eds.

）,A
H

istory
of

Singapore,
N

ew
Y

ork
:O

xford
U

niversity
Press,

1991,
pp.67

�68
;T

urnbull,C
.M

.,A
H

istory
of

M
odern

Singapore
1819

�2005
,

Singapore
:N

ational
U

niversity
of

Singapore,
2009,

p.
121

;Y
en

,
C

hing
H

w
ang

,
T

he
O

verseas
C

hinese
and

the
1911

R
evolution

,
w

ith
Special

R
eference

to
Singa-

pore
and

M
alaya

,K
uala

Lum
pur

:O
xford

U
niversity

Press,
1976,

pp.
154

�155
;Y

en
,

C
hing

H
w

ang
,

C
om

m
unity

and
Politics

:T
he

C
hinese

in
C

olonial
Singapore

and
M

alaya
,

Singapore
:T

im
es

A
cadem

ic
Press,

1995,
pp

.
213

�214
;

Y
ong,

C
.

F
.

and
M

ckenna,
R

.
B

.,
T

he
K

uom
intang

M
ove-

m
ent

in
B

ritish
M

alaya
,

1912

�1949
,

Singapore
:Singa-

pore
U

niversity
Press,1990,pp.7

�8.

（
８
）

W
ang

G
ungw

u,
C

hinese
R

eform
ists

and
R

evolutionaries
in

the
Straits

Settlem
ents

1900

�1911
,

U
npublished

B
A

H
onours

T
hesis,

Singapore
:U

niversity
of

M
alaya,

1953,
pp.13

�16,38

�37

�40,53.

黄
賢
強
『
跨
域
史
学
�
近
代
中
国
与

南
洋
華
人
研
究
的
新
視
野
』
厦
門
�
厦
門
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇

八
年
、
一
六
八
―
一
八
一
頁
、
張
克
宏
『
亡
命
天
南
的
歳
月
�
康

有
為
在
新
馬
』
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
�
華
社
研
究
中
心
、
二
〇
〇

六
年
、
李
元
瑾
「1900

年
康
有
為
在
新
加
坡
的
処
境
」『
亜
洲
文

化
』
七
、
一
九
八
六
年
、
三
―
一
八
頁
。

（
９
）
馮
自
由
『
革
命
逸
史
』
北
京
�
中
華
書
局
、
一
九
八
一
﹇
初
版

一
九
四
一
﹈
年
、
第
五
集
、
二
〇
九
―
二
一
一
頁
。

（
１０
）
宮
崎
寅
蔵
は
、「
革
命
派
」
の
活
動
家
で
あ
っ
た
日
本
人
で
あ

り
、
白
浪
庵
滔
天
と
号
し
た
。
一
八
七
一
年
に
肥
後
国
玉
名
郡
荒

尾
村
に
て
出
生
し
、
キ
リ
ス
ト
教
に
傾
倒
し
た
後
、
兄
の
弥
蔵
の

影
響
を
受
け
中
国
国
内
政
治
に
関
心
を
持
っ
た
。
一
八
九
七
年
に

横
浜
に
て
孫
文
に
面
会
し
て
そ
の
思
想
に
心
酔
し
、
以
後
「
革
命

派
」
の
活
動
に
対
し
積
極
的
な
協
力
・
支
援
を
行
っ
た
。
一
九
〇

二
年
に
は
自
身
の
半
生
記
で
あ
る
『
三
十
三
年
の
夢
』
を
出
版
す

る
な
ど
、
著
述
活
動
も
活
発
に
行
っ
た
。
一
九
二
二
年
に
死
去
。

宮
崎
滔
天
（
著
）
島
田
虔
次
・
近
藤
秀
樹
（
校
注
）『
三
十
三
年
の

夢
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
（
初
版
一
九
〇
二
）
年
、
四
五
六
・

四
五
九
―
四
六
七
頁
。

（
１１
）
林
文
慶
（Lim

B
oon

K
eng

）
は
、
字
は
梦
琴
、
福
建
幇
の
海

峡
華
人
。
一
八
六
九
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
て
出
生
し
、
英
語
学

校
な
ど
で
教
育
を
受
け
た
後
に
、
一
八
七
九
年
に
ラ
ッ
フ
ル
ズ
学

院
に
入
学
し
、
奨
学
金
（Q

ueen’s
Scholarship

）
を
獲
得
し
た
。

一
八
八
七
年
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
留
学
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学

で
医
学
を
勉
強
し
、
一
八
九
二
年
に
医
学
内
科
学
士
と
外
科
修
士

の
学
位
を
獲
得
し
た
。
一
八
九
三
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
帰
還
し

た
後
、
医
業
に
よ
り
生
計
を
立
て
つ
つ
、
思
想
を
共
有
す
る
同
志

康
有
為
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
滞
在
（
一
九
〇
〇
年
）
と
そ
の
華
人
社
会
へ
の
影
響
に
関
す
る
考
察

一
〇
一
（
一
〇
一
）



と
共
に
様
々
な
社
会
改
革
活
動
を
主
導
し
た
。
ま
た
一
九
〇
〇
年

に
お
け
る
海
峡
英
国
籍
華
人
協
会
（Straits

C
hinese

B
ritish

A
s-

sociation

）
の
設
立
の
際
に
協
力
し
、
一
九
〇
六
年
に
は
会
長
に

選
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
一
八
九
五
年
に
立
法
評
議
会
（Legislative

C
ouncil

）
の
非
官
職
議
員
に
選
出
さ
れ
、
一
八
九
八
年
・
一
九
〇

一
年
に
も
再
度
選
出
さ
れ
た
ほ
か
、
治
安
判
事
（Justice

of
the

Peace

）、
市
政
局
（M

unicipalC
om

m
ission

）
や
華
民
参
事
局

（C
hinese

A
dvisory

B
oard

）
の
委
員
な
ど
、
植
民
地
政
庁
の
華

人
統
治
に
関
わ
る
官
職
を
歴
任
し
、
一
九
一
八
年
に
は
大
英
帝
国

勲
章
（O

.B
.E

.

）
を
授
与
さ
れ
た
。
一
九
五
七
年
に
死
去
。
持

田
洋
平
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
の
近
代
の
始
ま
り
に
関
す
る

一
考
察
―
林
文
慶
と
辮
髪
切
除
活
動
を
中
心
に
―
」『
華
僑
華
人
研

究
』
九
号
、
二
〇
一
二
年
、
一
一
―
一
二
頁
。Song,O

ng
Siang,

O
ne

H
undred

Y
ear’s

H
istory

of
the

C
hinese

in
Singapore,

Singapore
:O

xford
U

niversity
Press,

1984
（1923

）,p.
238.

李
元
瑾
『
林
文
慶
的
思
想
�
中
西
文
化
的
匯
流
與
矛
盾
』
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
�
新
加
坡
亜
洲
研
究
学
会
、
一
九
九
〇
年
、
二
一
・
一
八

五
頁
。

（
１２
）
持
田
洋
平
、
前
掲
論
文
、
二
〇
一
二
年
、
一
一
―
一
七
頁
。

（
１３
）
華
人
好
学
会
（C

hinese
Philom

athic
Society

）
は
、
一
八

九
六
年
に
林
文
慶
ら
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
団
体
で
あ
り
、
政
治
・

社
会
・
歴
史
な
ど
の
問
題
に
関
す
る
講
演
や
討
論
を
行
う
一
種
の

勉
強
会
で
あ
っ
た
。
持
田
洋
平
、
二
〇
一
二
年
、
前
掲
論
文
、
二

二
頁
。

（
１４
）

Straits
C

hinese
M

agazine

は
、
一
八
九
七
年
に
林
文
慶
ら

に
よ
り
創
刊
さ
れ
た
英
字
雑
誌
で
あ
り
、
海
峡
華
人
に
よ
り
執
筆

さ
れ
た
記
事
・
論
文
が
多
く
掲
載
さ
れ
た
。
持
田
洋
平
、
二
〇
一

二
年
、
前
掲
論
文
、
二
一
頁
。

（
１５
）
辮
髪
切
除
活
動
は
、
林
文
慶
を
中
心
と
し
た
参
加
者
が
自
発
的

に
辮
髪
を
切
除
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
活
動
で
あ
り
、
一
八
九

七
年
の
年
末
に
計
画
さ
れ
た
が
、
実
行
に
移
す
前
に
露
見
し
て
し

ま
い
、
そ
の
是
非
を
巡
っ
て
一
八
九
八
年
か
ら
一
八
九
九
年
に
か

け
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
内
が
大
き
な
騒
動
が
巻
き
起
こ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
持
田
洋
平
、
二
〇
一
二
年
、
前
掲
論
文
、
一
三

―
一
八
頁
。

（
１６
）
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
女
子
学
校
（Singapore

C
hinese

G
irls’

School

）
は
、
一
八
九
九
年
に
林
文
慶
ら
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
最
初
の
華
人
女
子
学
校
で
あ
り
、
華
人
女
子
の
生
徒

に
対
し
マ
レ
ー
語
・
英
語
・
中
国
語
・
音
楽
・
裁
縫
・
料
理
な
ど

の
科
目
の
教
育
を
行
っ
た
。Singapore

F
ree

Press,24th
A

pril,
1899,“Singapore

C
hinese

G
irls”

School.”

『
天
南
新
報
』
一

八
九
九
年
四
月
二
十
四
日
、「
倡
興
女
教
」、
一
八
九
九
年
四
月
二

十
五
日
、「
�
理
女
学
堂
芳
名
録
」。Y

en
C

hing
H

w
ang,op.

cit.,
1995,p.250.

崔
貴
強
『
新
加
坡
華
人
�
従
開
埠
到
建
国
』
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
�
新
加
坡
宗
郷
会
館
聯
合
総
会
・
教
育
出
版
私
営
有
限

公
司
、
一
九
九
四
年
、
一
六
〇
頁
。

（
１７
）
宋
旺
相
（Song

O
ng

Siang

）
は
、
一
八
七
一
年
に
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
出
生
し
た
福
建
幇
の
海
峡
華
人
。
ラ
ッ
フ
ル
ズ
学
院
な

ど
で
英
語
教
育
を
受
け
た
後
に
、
奨
学
金
（Q

ueen’s
Scholar-

ship
）
を
獲
得
し
一
八
八
八
年
に
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
、
ミ
ド
ル
・

テ
ン
プ
ル
法
曹
院
で
法
律
を
、
ま
た
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
ダ
ウ
ニ

ン
グ
・
カ
レ
ッ
ジ
で
文
学
を
学
び
、
一
八
九
三
年
に
法
学
士
お
よ

史

学

第
八
七
巻

第
一
・
二
号

一
〇
二
（
一
〇
二
）



び
文
学
士
の
学
位
を
獲
得
す
る
。
同
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
帰
還

し
、
古
い
学
友
で
あ
っ
た
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
エ
イ
ト
ケ
ン
（Jam

es
A

itken

）
と
共
に
エ
イ
ト
ケ
ン
・
旺
相
法
律
事
務
所
（LegalFirm

of
A

itken
&

O
ng

Siang

）
を
創
設
し
、
弁
護
士
と
し
て
活
動
し

た
。
ま
た
林
文
慶
ら
と
共
に
社
会
活
動
を
行
い
、Straits

C
hinese

M
agazine

の
創
刊
や
華
人
好
学
会
の
設
立
に
も
関
わ
っ
た
。
一
九

二
三
年
に
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
人
社
会
史
に
関
す
る
著
名
な
書

籍
で
あ
るO

ne
H

undred
Y

ears’H
istory

of
the

C
hinese

in
Singapore

を
出
版
し
た
。
一
九
四
一
年
に
死
去
。
持
田
洋
平
、

前
掲
論
文
、
二
〇
一
二
年
、
三
八
頁
。
柯
木
林
（
編
）『
新
華
歴
史

人
物
列
伝
』
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
�
教
育
出
版
私
営
有
限
公
司
、
一
九

九
五
年
、
三
八
頁
。

（
１８
）

Song
O

ng
Siang,op.cit.,1923,p.434.

（
１９
）
邱
菽
園
（K

hoo
Seok

W
an

）
は
、
名
は
�
�
、
字
は
萱
娯
、

号
は
菽
園
、
星
洲
寓
公
な
ど
。
一
八
七
四
年
十
一
月
十
日
に
福
建

省
�
州
府
海
澄
縣
に
て
出
生
し
、
伝
統
的
な
中
国
語
教
育
を
受
け
、

一
八
九
四
年
に
郷
試
に
合
格
す
る
。
一
八
九
五
年
に
会
試
の
た
め

北
京
に
向
か
う
も
不
合
格
と
な
り
、
ま
た
そ
の
際
に
康
有
為
・
梁

啓
超
ら
と
共
に
日
清
戦
争
の
講
和
拒
否
活
動
に
参
加
し
た
。
一
八

九
六
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
移
動
す
る
と
共
に
、
父
親
で
あ
る
邱

正
忠
の
死
去
に
伴
い
そ
の
莫
大
な
遺
産
を
相
続
し
た
。
彼
は
林
文

慶
ら
と
共
に
そ
の
社
会
運
動
に
参
加
し
た
ほ
か
、
一
八
九
八
年
に

は
華
字
新
聞
『
天
南
新
報
』
を
刊
行
開
始
し
た
。
一
九
〇
七
年
に

破
産
。
ま
た
彼
は
詩
人
と
し
て
も
著
名
で
あ
り
、
二
冊
の
詩
集
を

出
版
し
た
。
一
九
四
一
年
に
死
去
。
持
田
洋
平
、
前
掲
論
文
、
二

〇
一
二
年
、
三
八
頁
。
柯
木
林
、
前
掲
書
、
一
九
九
五
年
、
一
〇

三
頁
、
邱
新
民
『
邱
菽
園
生
平
』
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
�
勝
友
書
局
、

一
九
九
三
年
。

（
２０
）
持
田
洋
平
、
二
〇
一
二
年
、
前
掲
論
文
、
一
三
―
一
八
頁
。

（
２１
）
朱
寿
朋
（
編
）『
光
緒
帝
東
華
録
』
北
京
�
中
華
書
局
、
一
九

五
八
年
、
第
四
冊
、
四
四
五
四
頁
。

（
２２
）
沈
芝
盈
（
編
）『
康
南
海
自
編
年
譜
』
北
京
�
中
華
書
局
、
一

九
九
二
年
、
七
二
―
七
三
頁
。

（
２３
）

C
O

273,264,3369,“C
hinese

R
efugee,K

ang
Y

u
W

ei.”

（
２４
）

Straits
T

im
es,3rd

February,1900,untitled
article.

（
２５
）

Straits
T

im
es,

5th
February,

1900,
“G

uarded
B

y
Po-

lice,”
10th

February,
1900,

“K
w

an
H

u
W

ei
interview

ed
,”

C
O

273,256,4221,“K
ang

Y
u

W
ei.”

（
２６
）

C
O

273,256,8760,“K
ang

Y
u

W
ei.”

（
２７
）
追
放
条
令
（B

anishm
ent

O
rdinance

）
は
、
植
民
地
統
治
上

で
特
に
危
険
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
人
物
を
、
植
民
地
政
庁
の
知

事
の
権
限
に
よ
り
海
峡
植
民
地
か
ら
追
放
す
る
こ
と
を
可
能
と
す

る
条
令
。
も
と
も
と
は
治
安
維
持
条
令
（O

rdinance
for

the
Peace

Preservation

）
の
一
条
項
で
あ
っ
た
が
、
一
八
八
八
年
に

単
独
の
条
令
と
し
て
発
布
さ
れ
た
。
篠
崎
香
織
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
海
峡
華
人
と
「
追
放
令
」
―
植
民
地
秩
序
の
構
築
と
現
地
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
対
応
に
関
す
る
一
考
察
―
」『
東
南
ア
ジ
ア

歴
史
と

文
化
』
三
〇
巻
、
二
〇
〇
一
年
、
八
一
―
八
二
頁
。
な
お
、
篠
崎

香
織
の
論
文
で
は
こ
の
条
例
を
「
追
放
令
」
と
訳
し
て
い
る
が
、

本
稿
で
は
こ
れ
が
海
峡
植
民
地
政
庁
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
条
令

（O
rdinance

）
で
あ
る
点
を
強
調
す
る
た
め
、
こ
の
訳
語
を
当
て

た
。

康
有
為
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
滞
在
（
一
九
〇
〇
年
）
と
そ
の
華
人
社
会
へ
の
影
響
に
関
す
る
考
察

一
〇
三
（
一
〇
三
）



（
２８
）

C
O

273,256,7263,“K
ang

Y
u

W
ei.”

（
２９
）

C
O

273,256,8760,“K
ang

Y
u

W
ei.”

（
３０
）

C
O

273,
264,

5039,
“C

hinese
refugee,

K
ang

Y
u

W
ei,”

M
atthew

,
H

.
C

.
G

.
and

H
arrison

,
B

rain
H

ow
ard

（eds.

）,
O

xford
D

ictionary
of

N
ational

B
iography,

O
xford

:O
xford

U
niversity

Press,2004,v.10,pp.761

�776.

（
３１
）

Straits
T

im
es,17th

February,untitled
article,23th

Feb-
ruary,1900,“K

w
ang

H
u

W
ei.”

（
３２
）

Straits
T

im
es,21th

M
arch,untitled

article.

（
３３
）

Straits
T

im
es,

22th
M

arch
,

1900,
“A

Joke
Played

on
the

W
orld,”

22th
M

arch,1900,“A
G

overnor”
s

Joke.”

（
３４
）

Straits
T

im
es,

23th
M

arch,
1900,

“K
w

ang
H

u
W

ei,
the

Proceedings
of

Y
esterday

A
fternoon.”

（
３５
）

Straits
T

im
es,24th

M
arch,1900,“O

f
K

w
ang

H
u

W
ei.”

（
３６
）

Straits
T

im
es,26th

M
arch,1900,“O

f
K

w
ang

H
u

W
ei.”

（
３７
）
故
宮
博
物
院
明
清
档
案
部
・
福
建
師
範
大
学
歴
史
系
（
編
）

『
清
季
中
外
使
領
年
表
』
北
京
�
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
、
二
二

頁
、
湯
志
鈞
『
戊
戌
変
法
人
物
伝
稿
』
北
京
�
中
華
書
局
、
一
九

八
二
年
、
一
八
七
―
一
九
一
頁
。CO

273,264,17130,“K
ang

Y
u

W
ei.”

（
３８
）
『
�
報
』
一
九
〇
〇
年
三
月
二
十
四
日
、「
不
得
不
言
」。

（
３９
）

Straits
T

im
es,

5th
A

pril,
1900,

“T
rouble

in
N

orth
C

hina.”

（
４０
）

Straits
T

im
es,7th

A
pril,1900,“A

n
Inaccuracy.”

（
４１
）
『
天
南
新
報
』
一
九
〇
〇
年
四
月
七
日
、「
蒼
蝿
有
声
」。

（
４２
）
『
�
報
』
一
九
〇
〇
年
二
月
十
七
日
、「
被
累
伝
聞
」、
一
九
〇

〇
年
四
月
九
日
、「
適
従
何
来
」。

（
４３
）
管
見
の
限
り
で
は
、
清
朝
が
康
有
為
に
刺
客
を
派
遣
し
た
こ
と

を
明
確
に
示
唆
し
た
史
料
的
証
拠
は
存
在
し
な
い
。
刺
客
の
派
遣

自
体
が
単
な
る
噂
に
過
ぎ
な
か
っ
た
可
能
性
も
高
い
と
思
わ
れ
る

が
、
実
際
に
刺
客
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
そ
の
こ
と
が
公

的
な
行
政
史
料
に
記
載
さ
れ
る
可
能
性
は
低
く
、
こ
れ
が
事
実
で

な
い
と
断
言
す
る
こ
と
も
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
簡
単
な
表
記
を

行
う
に
留
め
た
。

（
４４
）

Straits
T

im
es,22th

June,untitled
article.

（
４５
）
馮
自
由
『
中
華
民
国
開
国
前
革
命
史
』
台
北
�
世
界
書
局
、
二

〇
一
一
﹇
初
版
一
九
二
八
﹈
年
、
第
二
巻
、
九
八
頁
、
馮
自
由
、

前
掲
書
、
一
九
四
一
年
、
第
三
集
、
一
七
九
頁
、
第
六
集
、
一
六

三
頁
。

（
４６
）

Y
en

C
hing

H
w

ang,
op.

cit.,
1995,

p.
215,

Y
ong,

C
.

F
.

and
M

ckenna,R
.B

.,op
cit.,1990,p.8.

（
４７
）

C
O

273,257,27346,
“B

anishm
ent

of
C

ertain
Japanese,”

C
O

275,
61,

A
nnual

D
epartm

ental
R

eport
of

the
Straits

Set-
tlem

ents
for

the
Y

ear
1900

,p.111,
Straits

T
im

es,
12th

July,
1900,“T

w
o

Japanese
A

rrested.”

（
４８
）

C
O

273,264,22296,“C
hinese

R
eform

ers.”

（
４９
）
こ
の
よ
う
な
後
年
に
刊
行
さ
れ
た
個
人
の
回
想
録
は
、
そ
の
史

料
的
信
憑
性
に
問
題
が
存
在
す
る
場
合
が
多
々
存
在
す
る
が
、
こ

の
書
籍
は
刊
行
時
期
（
初
版
は
一
九
〇
二
年
）
が
極
め
て
近
く
、

さ
ら
に
こ
の
中
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
逮
捕
に
関
す
る
記
述
が
他

の
同
時
代
史
料
の
記
述
と
の
整
合
性
が
あ
り
、
史
料
的
信
憑
性
が

あ
る
程
度
担
保
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し
た
た
め
、
史
料
と
し
て
採

史

学

第
八
七
巻

第
一
・
二
号

一
〇
四
（
一
〇
四
）



用
し
た
。

（
５０
）
宮
崎
寅
蔵
『
三
十
三
年
の
夢
』
国
光
書
房
、
一
九
〇
二
年
、
一

四
三
―
一
五
五
頁
。

（
５１
）
同
右
、
一
九
四
―
一
九
六
頁
。

（
５２
）
同
右
、
一
九
九
―
二
〇
三
頁
。

（
５３
）
原
文
で
は
「
太
守
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
植
民
地
政
庁
の
知

事
（G

overnor
）
を
指
す
も
の
と
解
し
た
。

（
５４
）
宮
崎
寅
蔵
、
一
九
〇
二
年
、
前
掲
書
、
二
〇
五
―
二
二
七
頁
。

（
５５
）
陳
楚
楠
「
晩
晴
園
与
中
国
革
命
史
略
」『
東
南
亜
研
究
学
報
』

一
（
一
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
�
新
加
坡
大
学
歴
史
系
、
一
九
七
〇
年
、

五
一
―
五
二
頁
。

（
５６
）
沈
芝
盈
、
前
掲
書
、
一
九
九
二
年
、
八
一
頁
、
張
克
宏
、
前
掲

書
、
二
〇
〇
六
年
、
四
七
―
四
九
頁
。

（
５７
）

Straits
T

im
es,3rd

A
ugust,1900,untitled

article.

（
５８
）
具
体
的
に
は
、
本
稿
注
釈
七
に
て
挙
げ
た
研
究
が
そ
の
ま
ま
当

て
は
ま
る
。

（
５９
）
こ
の
よ
う
な
多
様
な
文
化
・
社
会
・
政
治
運
動
と
し
て
の
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
そ
の
中
で
の
「
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
華
人
」
と

い
う
概
念
の
利
用
・
普
及
に
つ
い
て
、
筆
者
は
以
前
に
執
筆
し
た

拙
論
文
（
持
田
洋
平
、
二
〇
一
二
年
、
前
掲
論
文
）
に
お
い
て
、

一
八
九
八
年
の
辮
髪
切
除
活
動
と
そ
の
後
の
華
人
社
会
内
の
混
乱

と
い
う
事
例
を
通
し
て
議
論
し
た
。

康
有
為
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
滞
在
（
一
九
〇
〇
年
）
と
そ
の
華
人
社
会
へ
の
影
響
に
関
す
る
考
察

一
〇
五
（
一
〇
五
）


